
【対 象】 男 1 7 名 5 9 .
1 ± 7 .

4

5 8 .6 ± 8 . 3

学 会 記 事

1 1 名 が不可欠と考 えられた.

【方法】 入院初日, 1 0 日目, 高精度体成分分析装

置により筋肉量の 変化を測定.

【結果】 男女とも全員で は, 有意 な崩肉量の増加

は認 められなか っ た . 男 8 名で有意 に増加 . 5 9 歳

以下で筋肉量増加者は多か っ た .

【考察】 有酸素運動の み ならず
,
低負荷の レ ジス

タ ン ス トレ ー ニ ン グも有用.

一 日 一 万歩の ウオ ー

キン グ, ス トレ ッ チ ン グと レ ジス タ ンス ト レ
ー ニ

ン グの 2 0 分程度で も筋肉量 が増加する傾向がみ

られた . 高齢者, 女性にも有効な ト レ
ー ニ ング方

法を検討して いく .

【まとめ】 壮年男性で は, 筋肉量の増加 が期待で

き る.

6　 U r o s e p s i sをきたした糖尿病の1例
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症例 は 7 4 歳男性 . 主訴 は発熱, 意識 レ ベ ル低

下 .

1 9 8 2 年 に糖尿病 と診 断され内服治療を開始さ

れた が血糖 コ ン トロ
ー ル は不良で あ っ た. 2 0 0 3 年

3 月 の 直腸痛手術後 か ら神経 因性腺脱を発症 し ,

間欠的自己導尿を開始した . 2003 年 1 1 月, 4 0 度

台 に熱発 した が, 3 日間自宅で放置. 意識 レ ベ ル

が低下 した ため緊急搬送 . C T 上急性腎孟腎炎と

診 断 さ れ 入 院 . 急 性 腎不 全 , D I C を合併 し ,

C H D F ･ P M X にて加療した . 入 院時の 血液培養

か らは kle b si ell a p n e u m o ni a e が検出された . 糖尿

病患者で は感染症の雁患率が高く, 死因の 第 3 位

を占めて い る . そ の な か でも尿路感染症 が最多で

あり, 平素か ら無症候性細菌尿を合併 して い る患

者が多い . 予防的な抗生剤投与の 効果 につ い て は

現時点で は明確な e vid e n c e が な い . 神経因性腺

朕を合併 した無症候性細菌尿症例 には ,
より厳格

彦血糖コ ン トロ ー ル と有症状期早期の抗生剤投与
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7　膿胸を繰り返した1症例

森 川 洋 ・ 樋 口 昇 ・ 渡 辺 資 夫

桑 原 治 ・ 仲 丸 司 ・ 鈴 木 善 幸

佐藤 幸示

県立小出病院

症例 は 7 0 歳, 女性. 5 5 歳時に糖尿病と診断さ

れその 後, 近医にてイ ンス リ ン注射に て血糖コ ン

トロ
ー ル されて い た . 6 8 歳時に外傷性くも膜下出

血, そ の頃より痴呆出現 し血糖コ ン トロ
ー ル不良

と なる . 7 0 歳時, 意識障害に て来院 ( H b A I c

6 . 5 % )
,
胸部 レ ン トゲン写真にて右肺 の胸水を認

めた . 検査 にて膿胸と診断 し ドレ ナ - ジ ･ 抗生物

質に て 治療した .

約 1 年 後 の 7 2 歳 時 , 呼 吸苦 に て 再 び来 院

( H b A I c l l .5 % ) , 胸部 レ ン トゲン写真 にて 左肺

の 陶水を認めた . 検査 にて膿胸 と診断しドレナ -

ジ ･ 抗生物質にて 治療 した.

約 1 年の 間に両肺の膿胸を発症 した コ ン トロ ー

ル 不良糖尿病患者の 1 例 を経験 した の で報告す

る .

8 　 新 潟 市 に お け る 学 校 糖 尿 病 検 診 の 経 過 と 問 題 点

菊 池 透 ・ 長 崎 啓 祐 ・ 阿 部 時 也

川 崎 琢 也 ・ 田 中 収 ・ 大 川 賢 一

庄司 義興

新潟市医師会学校糖尿病検診判定委員会

新潟市で は, 昭和 5 7 年度 か ら学校腎臓病検診

時 .

'
= 環糖検査を加 え, 学校検尿糖尿病検診を開始

し た
. 学校保健法に尿糖検査が取り入れられた平

或 6 年度以降は, 学校糖尿病検診検討委貝会を設

置 し, メディ カル セ ン タ ー で の 1 次精検を開始し

た . 平成 1 5 年度 まで に, 1 次検尿をの べ 1 ,23 1 ,66 2

人を受診 し, 1 型糖尿病 4 名, 2 型糖尿病 4 4 名,

境 界型糖尿病 1 6 名が発見された . 2 型糖尿病の 発

見率は平成 6 年以降急増し, 小学生で 1 0 万人あ

た i) 約 2 名
,
中学生は約 1 4 名で あ っ た. 発症率の

増加に加えて , メディ カ ル セ ン タ
ー で の 1 次精倹
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が有効に機能 したと推測された . 中学校の 2 型糖

尿病の 発見率は 1 型糖尿病 の 7 倍以上で あ っ た .

発見された 2 型糖尿病 は ,
1 型比 べ て 明ら か に肥

満傾 向が強か っ た . 今後の 課題は, 1 次精検, 2 次

精検未受診者をなくすこ と
,
医療機関で の 2 次精

検で の精度 の 向上等である .

99　新潟県における小児期発症1型糖尿病コホーー

ト 調 査 報 告 ～ 4 年 間 の 経 過 ～4

長 崎 啓 祐 ・ 菊 池 透 ・ 樋 浦 誠

小 川 洋 平 ・ 内 山 聖
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小児科学分野

新潟小児糖尿病調査委貝会

新潟県小児期発症 1 型糖尿病 コ ホ - ト調査の 4

年間の結果を報告する .

【対象と方法】1 8 歳以下の 新規発症患児を, 県

内の 小児科医ある い は糖尿病学会専門医が勤務す

る医療機関 へ の ア ン ケ ー ト調査をもと に行 い , 主

治 医 に対 して 各年毎に 3 ケ 月毎の 身体計 測値 ,

H b A I c イ ン ス リ ン注射法や投与量 など に対 して ,

郵送 による ア ンケ ー ト調査を行 っ た .

【結果】 新潟県における 1 5 歳未満の 1 型糖尿病

発症率は 1 .9 8 人/ 10 万人/ 年で あり過去の 日本の

報告と変わりなか っ た . 新規発症は女児の 方が多

く
,
小学校高学年か ら中学生が 多か っ た. 高校生

の 発症は少 なか っ た . 県 内で の 地域差 がみ られ,

佐渡
,
下越地方に多い傾向があ っ た が症例の 蓄積

が必要である . 学校検尿での 発見が 3 0 % もあり,

比較的早期 に見つ か っ て い る症例 が多か っ た . 4

年間の 経過 中に女児 で は中学生以降に E b A I c が

悪化する症例 が多くみられた . 今後も引き続 き調

査を行 っ て いく予定で ある .

1 0 　 小 児 糖 尿 病 サ マ ー キ ャ ン プ に お け る 評 価 シ ー
ー

ー

トを用い た患者教育の試み

小 川 洋 平 ・ 菊 池 透 ・ 長 崎 啓 祐･

樋 浦 誠 ・ 内 山 聖･
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【目的】 小児糖尿病キ ャ ン プに参加 した患児が

統
一

された方法で指導を受ける こ とにより血糖コ

ン トロ ー ル ･

Q O L が改善す る こと を明ら か にす

る . また キ ャ ン プを通しての 教育効果を評価シ ー

ト で客観的に評価できるか 明らか にする .

【方法】 対象は第 2 2 回新潟小児糖尿病キ ャ ン プ

参加患児16 名 (男子 7 名女子 9 名) . 患児を 4 グ

ル ー プに分け
,
それぞれにチ ー フ医師を割り当て

た
. 各チ ー フ医師は統

一

した評価シ
ー

トを使用 し,

各項目 (食事療法, 自己注射手技, 低血糖時の 対

応, 集団行動等) ごとの 評価を行 っ た . それによ

り指導すべ き事項を明確に し, 重点的に指導した .

キ ャ ンプ前半と後半の 評価シ ー トの ス コ アを比較

した.

【結果】 各項目とも有意な差 は認め な い が前半

より後半の ス コ ア が改善して い る傾向があり, 辛

ャ ン プ初参加者 におい てより強か っ た.

【考案】 非専門医であ っ て も統
一

した方法 で指

導に あたれば, 血糖コ ン ト ロ
ー ル ･

Q O L が改善

す るこ とが予想される .

1 1 　 D M 食 事 の 振 り 返 り 外 来 の ま と め

清水マ チ子

舟江病院

今年は果物, 油, 塩分 に つ い て ,
ア ン ケ

ー

ト

形式で記載してもらい , その 後改善するため の 学

習プリ ン トを渡 した. 今回は 3 種類の とりか たの

実態をまとめ て み た. 果物は各季節毎に良く食べ

るもの の量と果物をとる頻度を調査 . 68 % が毎日

果物を食べ て おり, 少なめ は西瓜とイチ ゴ で , 多

めは メ ロ ン
, 柿, りん ごであ っ た. 油はパ ン, サラ

ダ
, 野菜妙め , 揚げ物の とりか たを調査 した.

パ

ン には バ タ ー マ ー ガリ ンを つ けて い る人が多く ,

サ ラ ダは マ ヨネ ー ズと ノ ンオイ ル ドレ ッ シ ングが




